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大脳皮質一次視覚野 (V1) のニューロンでは、受容野 (ClassicalReceptive Field、以下 CRF) に呈示した刺激に
対する反応が、受容野外 (Surroundof CRF、以下 SRF) の刺激によって修飾を受ける。この受容野内外の刺激布置






成猫を麻酔・非動化し、微小ガラス管電極を用いて 101 個の単一 V1 ニューロンの細胞外記録を行った。記録細胞
の層分布は組織学的に同定した。単一ニューロン活動の単離後、眼前のスクリーン上でスリット光により受容野の場
所を決定し、その後コンピュータコントロールされた CRT ディスプレイ (400x 300 ) にサイン波状に輝度変化する
グレーティング刺激を提示し、ニューロンのタイプ(単純/複雑型)、受容野の大きさ、刺激選択性(方位、動きの方
向、空間周波数)を定量的に解析した。 CRF 刺激には最適な刺激ノ号ラメータを用い、 SRF 刺激のパラメータを可変
として反応を比較した。背景刺激の効果は、今回用いた高コントラスト(孟0.8) の刺激条件下では主に抑制を引き起
こし、その抑制の強さは CRF 刺激と SRF 刺激の刺激特徴が同じときに最大(平均 44%の抑制、 N= 101) となり、
刺激特徴のずれが大きくなるにつれて弱くなる傾向にあった。
1. 刺激特徴と抑制性修飾











反応抑制量は II/皿層 60 ::t14 (mean:tS.D.) % (N=49) 、 N層 31 ::t 36% (N=28) 、 V/VI層 32 ::t 46% (N= 15) 
であり、強し、抑制性修飾を受けるニューロンは浅層に多く観察された。 II/皿層とW層の抑制の強さには統計学的に有
意な差が見られた (p<0.05 、 Scheffe'spost-hoc test) 。また、ニューロンの種類を同定した 83 個のニューロンにつ
いて解析を行った結果、抑制の効果は単純型細胞 (33土 40% 、 N=42) よりも複雑型細胞 (59土 38% 、 N=41) にお


















ュータディスプレイ (400x 300 ) 上でサイン波状に輝度変化するグレーティングパタンを用い、受容野および受容野
周囲を様々の方位、運動方向、空間周波数、空間位相の組合わせで刺激することにより、反応修飾を観察した。その
結果、受容野周囲刺激は受容野刺激への反応に対して抑制性の修飾効果を生じ、抑制の強さは観察下のニューロンの
刺激選択性に依存した。多くのニューロンにおいて最大抑制は、受容野内外が知覚的な図地分化が生じない一様なグ
レーティングノ《タンで刺激されたときに観察され、入力層であるN層よりも次段階層である II/皿層において強し、抑制
が観察された。この結果は一次視覚野が特徴抽出機能ドメインのレベルで、刺激布置に依存して合目的的な出力調整を
するように構造化されていることを明らかにしたものであり、学位の授与に値すると考えられる。
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